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　連覇達成か、王座奪還か、新星誕生か。混成競技
の覇者「キング・オブ・アスリート」、「クイーン・
オブ・アスリート」を決める戦いが始まりました。
今年も昨年に続き、東北の地、秋田県秋田市・秋田
県営陸上競技場がその頂点を目指す舞台となり、会
場にお越しの皆様には、最後の最後までベストパ
フォーマンスを尽くすアスリートの諦めない雄姿を
身近に感じ、大いに陸上に触れ、心躍るエキサイティ
ングな感動体験の共有を図って頂くことを願ってや
みません。
　今大会は、ブダペスト 2023 世界陸上競技選手権
大会、バンコク 2023 アジア陸上競技選手権大会、
杭州 2022 アジア競技大会の 3つの国際競技会の日
本代表選手選考競技会を兼ねての開催となり、出場
するアスリートの皆さんは、日本チャンピオンの座
の獲得と同時に更なる高みを目標に、「世界」への
挑戦の足がかりとしてください。
　混成競技は 2 日間にわたり一人のアスリートが
「走る・跳ぶ・投げる」から構成される複数種目を
こなす陸上の中でも最も過酷な種目の一つであり、
得意種目、不得意種目がありつつも 1種目 1種目で
自らの限界に挑み、そして、どのような状況におい
ても、果敢に挑み続けるアスリートの姿は、いつの
時代も多くの人々に感動を届けてきました。本大会
においても、一秒を削り出し、1cm でも高く、１
cmでも遠くを探求し、新しい歴史が作られる活躍
が見られることを期待しております。
　また、U20 世代の皆さんは、日本の陸上界の将来
を担う若きアスリートとして、同じ志を持つ仲間と
切磋琢磨し、やがてはオリンピックや世界選手権等
の世界を主戦場とするトップアスリートとなること
を夢見、自身の可能性にチャレンジしてください。
　結びに、本競技会の開催にあたり、共催としてご
尽力を頂きました秋田魁新報社、ご支援・ご協力を
賜りました協賛、協力各社、主管の秋田陸上競技協
会をはじめとする関係各位に心より御礼申し上げま
すとともに、アスリートの皆さんのご健闘を祈念し
て、ご挨拶とさせて頂きます。

　第 107 回日本陸上競技選手権大会・混成競技およ
び第 39 回 U20 日本陸上競技選手権大会・混成競技
が、昨年に続いて秋田市で開催されますことを心か
らお慶び申し上げます。
　初開催となった昨年は、２日間で６千人の陸上
ファンが県営陸上競技場へ足を運び、国内最高峰の
大会に挑むトップアスリートの皆さんのハイレベル
な闘いに熱い視線を注ぎました。
　混成競技を間近で見るのは初めてという県民が多
く、選手の皆さんの優れた身体能力や磨き抜かれた
運動能力に目を見張り、男子十種、女子七種もの競
技で、ひたむきに走り、投げ、跳ぶ姿に心を打たれ
たというファンが多かったようです。
　そして秋田の陸上ファンに何よりも強い印象を与
えたのは、死力を尽くして競い合ったライバルを
レース後にたたえ合う選手たちのスポーツマンシッ
プであり、二日間にわたって声援を送り続けたファ
ンに向かい、笑顔で手を振り、謝意を伝える選手た
ちのさわやかさでした。
　大会後、秋田魁新報の読者投稿欄「声の十字路」に、
「日本陸上選手権・混成競技に感動」と題した一文
が掲載されました。生で見たことがなかった混成競
技を、陸上仲間と一緒に観戦したという 75 歳の男
性からの投書でした。男性は、選手が互いをいたわ
る姿に連帯感を感じ、レース後にファンへ深々と頭
を下げたシーンにはすがすがしさを覚え、つい涙し
たと記しておりました。
　この競技の勝者が「キング・オブ・アスリート」「ク
イーン・オブ・アスリート」と称されるのは、過酷
な勝負を制したアスリートであるとともに、万人に
敬意を払う紳士淑女のたしなみをも身につけている
ということなのでしょう。
　今年はどんな感動が誕生するのか、待ちわびる
ファンは大勢います。昨年は男子で奥田啓祐選手が
初優勝、女子はヘンプヒル恵選手が５年ぶり４度目
の優勝を飾りました。秋田魁新報は、ことしも二日
間の熱戦の模様を紙面と電子版で詳報いたします。
選手の皆さんのご健闘をお祈りしております。

開催にあたってのご挨拶

主催　公益財団法人日本陸上競技連盟

会長　　尾縣　　貢
共催　株式会社秋田魁新報社

代表取締役社長　　佐川　博之
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　第 107 回日本陸上競技選手権大会・混成競技が昨
年に引き続き秋田県を会場に開催されますことをお
喜び申し上げますとともに、全国各地から参加され
た選手・役員の皆様を心から歓迎いたします。
　「スポーツ立県あきた」を宣言し、スポーツを活
力と発展のシンボルとする本県では、県民がそれぞ
れの形でスポーツを「する」、「みる」、「ささえる」
など、幅広く参加することにより元気あふれる秋田
を目指し、様々な施策を推進しております。
　本大会では、「走る・跳ぶ・投げる」という国内トッ
プ選手のパフォーマンスを通じて、県民に深い感動
と明るい希望を与えるとともに、陸上競技の振興や
競技環境の向上につながる絶好の機会になるものと
確信しているところであります。
　世界中で猛威を振るった新型コロナウイルス感染
症もようやく危機的状況から脱し、各種大会やイベ
ント等が従来の形に戻りつつあります。このような
中で開催される本大会は、今夏にブダペストで開催
される世界選手権大会やバンコク 2023 アジア陸上
競技選手権大会、杭州 2022 アジア競技大会の代表
選考も兼ねた最高の舞台であり、選手の皆さんは、
これまで様々な制約がある中で創意工夫をこらしな
がら練習を積み重ねてきた成果を存分に発揮される
よう期待しております。
　また、この機会に是非、本県の温かい人情に触れ
ながら、美しい自然や豊かな食文化を堪能され、お
互いの交流を深める思い出深い大会になれば幸いと
存じます。
　結びに、開催にあたり多大な御尽力をされた関係
者の皆様に対し、心から敬意を表しますとともに、
本大会のますますの御発展を祈念申し上げます。

　第 107 回日本陸上競技選手権大会・混成競技及び
第 39 回 U20 日本陸上競技選手権大会・混成競技が、
昨年に引き続き秋田県営陸上競技場で開催されるこ
とになりました。全国からお集まりの選手、関係者
の皆様を心から歓迎いたします。主管する本協会と
しては、本県陸上競技界の活性化につながる機会で
あることを喜ばしく思うと同時に、昨年の反省を生
かした競技会運営と大会の盛り上げに向け、身の引
き締まる思いで準備に取り組んでいるところです。
　陸上競技は、「走・跳・投」の各能力において自
身の肉体の限界に挑戦するとともに、技能を高め、
最高のパフォーマンスを発揮しながら競い合うとこ
ろに醍醐味があります。また、そこには選手同士の
駆け引きも存在し、メンタルの強さも求められます。
混成競技はそうした陸上競技の魅力を、２日間にわ
たり複数種目で味わうことのできる、特別な種目で
す。国内トップレベルの選手が、みちのく秋田で繰
り広げる、やる気と本気に溢れた手に汗握る戦いに
よって、秋田県民に勇気と感動が生まれ、陸上競技
への関心が高まることを期待しています。
　ところで、本協会は 2027 年度に設立 80 年の区切
りを迎えます。本年度より役員・組織体制が新しく
なり、少子化や高齢化への対応を含む持続可能な運
営体制の構築と、感染症予防対策なども念頭に置い
た安全・安心な競技会の運営を目指し、スタートを
切ったばかりです。現状を分析した将来展望に沿い、
青少年の健全育成とふるさと秋田への地域貢献を目
指していく所存です。歴史と伝統ある本大会の開催
が、私どもの目標の実現に向けた試金石となるよう、
精一杯励んでまいります。
　最後になりますが、主催の日本陸上競技連盟、共
催の秋田魁新報社、後援の秋田県、秋田市、また各
関係団体など、多くの皆様方から格別なご指導、ご
支援、ご協力を賜りましたことに深く感謝を申し上
げ、挨拶といたします。

開催にあたってのご挨拶

後援　秋田県

知事　　佐竹　敬久
主管　一般財団法人秋田陸上競技協会

会長　　長沼　　優
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第107回日本陸上競技選手権大会・混成競技
第39回U20日本陸上競技選手権大会・混成競技

競 技 注 意 事 項

1 競技規則について
本大会は、2023年度日本陸上競技連盟競技規則・競技会における広告および展示に関する規程、並
びに本大会申し合わせ事項によって実施する。

2 練習について
(1) 大会前日および大会当日の練習については、別紙「練習会場での注意事項」および「練習会場使

用日程」を確認すること。
(2) 競技前のメイン競技場でのフィールド種目の練習は、競技開始30分前（棒高跳は60分前）から行

うことができる。ただし、競技役員の指示に従うこと。

3 競技用靴について（TR5.2）
(1) スパイクピンの数は11本以内とし、長さは9mm以内、走高跳・やり投は12mm以内とする。靴底

の厚さは、フィールド種目：最大20mm、800m 未満のトラック種目：最大20mm、800m以上の
トラック種目：最大25mm とする。

(2) 選手は WA 承認済み競技用靴リスト記載の競技用靴を着用すること。規定違反の疑義がある場
合、審判長の権限のもと、競技終了後も含めいつでもチェックや回収をすることがあり、対象者
は指示に従わなければならない。

4 招集について
(1) 招集は両日の第1種目のみ以下に示す時刻のとおり行う。以後の種目についても、次の集合時刻ま

でに集合すること。場所は招集、集合ともに混成競技控室前とする。ただし、U20日本選手権十
種競技の円盤投については、110ｍHフィニッシュ後競技役員の指示に従い、直接円盤投の競技場
所へ移動すること。

種 目 招集および集合開始時刻 招集および集合完了時刻
トラック種目 競技開始時刻の30分前 競技開始時刻の20分前
フィールド種目 競技開始時刻の40分前 競技開始時刻の30分前

（棒高跳は70分前） （棒高跳は60分前）
(2) 招集、集合の際、同時にアスリートビブス、スパイク（シューズ）、バックの中身、衣類の商標の

確認と点検を受けること。トラック種目のみ腰ナンバー標識（2枚）を受け取る。
（3）競技者が、ビデオ装置・レコーダー・ラジオ・CDプレーヤー・トランシーバーや携帯電話もし

くはそれらに類似した機器を所持していた場合は、招集時に預かり競技終了後TICにて返却する
（TR6.3.2）。 競技場内で着用するウェアや持ち込むバック等に表示されている商標は、「競技会
における広告および展示物に関する規程」に示すサイズを超えてはならない。これに違反したも
のについては、違反している箇所にマスキングテープ等を貼り処置する。

(4) 招集完了時刻に遅れた場合は当該種目を欠場するものとして処理する。この場合は次の種目から
の出場はできないものとする。

(5) 次種目から欠場する場合は、混成競技審判長に申し出ること。その後欠場届をTICに提出するこ
と（TR39.10）。

5 アスリートビブスについて（TR5.7～10）
(1) アスリートビブスは3枚（胸・背・手荷物用）配布する。
(2) アスリートビブスはユニフォームの胸・背に折らずに付けること。ただし、跳躍種目は胸・背い

日本選手権混成・U20 日本選手権混成　競 技 注 意 事 項
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ずれかに付けるだけでよい。
(3) トラック種目では、配布した腰ナンバー標識を左右の腰に確実に付けること。

６ 競技について
(1) トラック種目のレーン順はプログラム記載のとおりとする。
(2) トラック種目において、各レースでの不正スタートは1回のみとし、その後に不正スタートした競

技者は失格となる（TR39.8.3）。
(3) ハードルの高さと投てき種目の重さについては以下のとおりである。
【日本選手権】 ハードルの高さ 男子 110mH 1.067m

女子 100mH 0.838m
投てき物の重さ 男子 砲丸投 7.260kg 円盤投 2.000kg やり投 800g

女子 砲丸投 4.000kg やり投 600g
【U20日本選手権】

ハードルの高さ 男子 110mH 0.991m
女子 100mH 0.838m

投てき物の重さ 男子 砲丸投 6.000kg 円盤投 1.750kg やり投 800g
女子 砲丸投 4.000kg やり投 600g

(4) 走幅跳・砲丸投は2つのピットで実施する。組み分けと試技順はプログラム記載のとおりとする。
(5) 走高跳・棒高跳は2つのピットで実施する。組み分けは競技者の申請により決定し、試技順はプロ

グラム記載の順番を原則とする。競技者は、走高跳は1日目、棒高跳は2日目の最初の招集時に、
希望する最初の高さを申請すること。

(6) 走高跳・棒高跳のバーの上げ方は以下のとおりとする。
【日本選手権】

種 目 練 習 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 以 降
男子走高跳 任意の高さ 1m65 1m70 1m75 1m80 1m85 1m88 1m91 1m94 3cmずつ上げる

女子走高跳 任意の高さ 1m35 1m40 1m45 1m50 1m55 1m60 1m63 1m66 3cmずつ上げる

男子棒高跳 任意の高さ 3m20 3m40 3m60 3m80 4m00 4m10 4m20 4m30 10cmずつ上げる

【U20日本選手権】
種 目 練 習 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑧ 以 降

男子走高跳 任意の高さ 1m60 1m65 1m70 1m75 1m80 1m85 1m88 1m91 3cmずつ上げる

女子走高跳 任意の高さ 1m35 1m40 1m45 1m50 1m55 1m60 1m63 1m66 3cmずつ上げる

男子棒高跳 任意の高さ 2m80 3m00 3m20 3m40 3m50 3m60 3m70 3m80 10cmずつ上げる

(7) 日本選手権十種競技とU20日本選手権十種競技のやり投の開始時刻は競技日程を基本とするが、
棒高跳が終了した競技者でグループ編成し、時間差をつけて開始する場合がある。開始時刻は各
競技者の棒高跳終了時に連絡する。

(8) 十種競技1500ｍは9種目の合計得点の高い順にレーン内側から整列する。腰ナンバー標識も得点
順に1からとする。七種競技800ｍの組み分けとレーンについては、6種目の合計得点の高いグル
ープを最終組とし、得点の高い順に1レーンから割り当てる。

(9) 十種競技1500mと七種競技の800ｍの際、アスリートビブスは付け替えずにそのまま使用する。
(10) 欠場する者は欠場届（https://www.jaaf.or.jp/about/resist/athleticclub/form/）に必要事項を記

入し大会前日までに大会事務局へ送信すること。（E-mail:jaaf-akita@sky.plala.or.jp）へ送信する
こと。大会開催中はTICへ提出のこと。

7 競技用具について
(1) 競技に使用する用器具は棒高跳を除き、すべて主催者が用意したものを使用しなければならない。
(2) 投てき用具については公表された「投てき用器具一覧」にないものは、持ち込みを認める。持ち

込み希望者は、当該種目の競技開始90分前までにTICに申し出て検査を受けること。検査に合格

第107回日本陸上競技選手権大会・混成競技
第39回U20日本陸上競技選手権大会・混成競技

競 技 注 意 事 項

1 競技規則について
本大会は、2023年度日本陸上競技連盟競技規則・競技会における広告および展示に関する規程、並
びに本大会申し合わせ事項によって実施する。

2 練習について
(1) 大会前日および大会当日の練習については、別紙「練習会場での注意事項」および「練習会場使

用日程」を確認すること。
(2) 競技前のメイン競技場でのフィールド種目の練習は、競技開始30分前（棒高跳は60分前）から行

うことができる。ただし、競技役員の指示に従うこと。

3 競技用靴について（TR5.2）
(1) スパイクピンの数は11本以内とし、長さは9mm以内、走高跳・やり投は12mm以内とする。靴底

の厚さは、フィールド種目：最大20mm、800m 未満のトラック種目：最大20mm、800m以上の
トラック種目：最大25mm とする。

(2) 選手は WA 承認済み競技用靴リスト記載の競技用靴を着用すること。規定違反の疑義がある場
合、審判長の権限のもと、競技終了後も含めいつでもチェックや回収をすることがあり、対象者
は指示に従わなければならない。

4 招集について
(1) 招集は両日の第1種目のみ以下に示す時刻のとおり行う。以後の種目についても、次の集合時刻ま

でに集合すること。場所は招集、集合ともに混成競技控室前とする。ただし、U20日本選手権十
種競技の円盤投については、110ｍHフィニッシュ後競技役員の指示に従い、直接円盤投の競技場
所へ移動すること。

種 目 招集および集合開始時刻 招集および集合完了時刻
トラック種目 競技開始時刻の30分前 競技開始時刻の20分前
フィールド種目 競技開始時刻の40分前 競技開始時刻の30分前

（棒高跳は70分前） （棒高跳は60分前）
(2) 招集、集合の際、同時にアスリートビブス、スパイク（シューズ）、バックの中身、衣類の商標の

確認と点検を受けること。トラック種目のみ腰ナンバー標識（2枚）を受け取る。
（3）競技者が、ビデオ装置・レコーダー・ラジオ・CDプレーヤー・トランシーバーや携帯電話もし

くはそれらに類似した機器を所持していた場合は、招集時に預かり競技終了後TICにて返却する
（TR6.3.2）。 競技場内で着用するウェアや持ち込むバック等に表示されている商標は、「競技会
における広告および展示物に関する規程」に示すサイズを超えてはならない。これに違反したも
のについては、違反している箇所にマスキングテープ等を貼り処置する。

(4) 招集完了時刻に遅れた場合は当該種目を欠場するものとして処理する。この場合は次の種目から
の出場はできないものとする。

(5) 次種目から欠場する場合は、混成競技審判長に申し出ること。その後欠場届をTICに提出するこ
と（TR39.10）。

5 アスリートビブスについて（TR5.7～10）
(1) アスリートビブスは3枚（胸・背・手荷物用）配布する。
(2) アスリートビブスはユニフォームの胸・背に折らずに付けること。ただし、跳躍種目は胸・背い

日本選手権混成・U20 日本選手権混成　競 技 注 意 事 項
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した用具は一括借り上げ、参加競技者で共有できるものとし、競技終了後にTICで返却する。競
技中に破損が生じても主催者は一切の責任は負わない。

(3) フィールド種目で、助走路に使用できるマーカーは主催者が用意したものを2個まで、サークルか
らの投てき種目では1個置くことができる。個人の所有物は使用できない。

8 結果発表と抗議について
(1) 結果の発表はアナウンスで行う。
(2) 発表された結果に対する抗議は、アナウンス後30分以内（TR8.2）に、競技者自身または代理人

が、TICを通じて審判長に対して口頭で行う。さらに、裁定に納得できない場合は預託金（1万円）
を添え、担当総務員を通じてジュリーに文書で申し出ること（TR8.7）。

9 表彰について
(1) 1位～8位の競技者の表彰は上下ウェア（暑いときはTシャツでも可能）を着用のうえ、正面スタ

ンド前で行う。競技終了後に競技役員が誘導する。なお、アスリートビブスはウェアに付け替え
ること。表彰時のウエアにも「競技会における広告および展示物に関する規程」が適用されるの
で、留意すること。

(2) 1位の競技者にはカップ、賞状とメダル、2位、3位の競技者には賞状とメダル、4位～8位の競技
者には賞状を授与する。

(3) 各種目の1位の競技者には、各種目終了直後に各種目の競技場所付近に設置されるインタビューボ
ード前で記念品の贈呈を行う。

10 控室について
(1) 混成競技控室はメイン競技場1階に用意してあり、監督・コーチの入室を認めている。
(2) 貴重品を含め個人の荷物は各自で管理すること。万一の事故があっても主催者は責任を負わない。

また、ゴミの後始末は各自で行うこと。

11 ドーピングコントロールについて
検査の対象となった際は競技役員の指示に従うこと。詳細は大会要項による。

12 その他
(1) 大会期間中、監督・コーチは、朝の練習時間終了以降はメイン競技場内に立ち入ることはできな

い。また、室内練習場やダックアウトからの応援やコーチングを禁止する。
(2) 招集（集合）場所から競技場への入場および競技終了後の退場は競技役員の指示に従うこと。
(3) 競技場内での疾病・傷害等の応急処置は主催者が行うが、以後の責任は負わない。医務室はメイ

ン競技場1階に設置する。
(4) 届けられた遺失物についてはTICで保管する。保管期間は6月11日競技終了までとする。
(5) 記録はその都度発表するが掲示はしない。大会ホームページに随時アップする。
(6) 「記録証明書」を希望する競技者はTICに500円を添えて申し込むこと。
(7) スタンドを含む競技場内への応援用のぼり、旗等の掲出・展示は「競技会における広告および展

示物に関する規程」に従うこと。
(8) プログラムに誤記がある場合には、第1日9時までにTICへ申し出ること。
(9) ポールの輸送を希望する者は、各自で配送を事前手配したうえでTICに申し出ること。

日本選手権混成・U20 日本選手権混成　競 技 注 意 事 項
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練習会場での注意事項

した用具は一括借り上げ、参加競技者で共有できるものとし、競技終了後にTICで返却する。競
技中に破損が生じても主催者は一切の責任は負わない。

(3) フィールド種目で、助走路に使用できるマーカーは主催者が用意したものを2個まで、サークルか
らの投てき種目では1個置くことができる。個人の所有物は使用できない。

8 結果発表と抗議について
(1) 結果の発表はアナウンスで行う。
(2) 発表された結果に対する抗議は、アナウンス後30分以内（TR8.2）に、競技者自身または代理人

が、TICを通じて審判長に対して口頭で行う。さらに、裁定に納得できない場合は預託金（1万円）
を添え、担当総務員を通じてジュリーに文書で申し出ること（TR8.7）。

9 表彰について
(1) 1位～8位の競技者の表彰は上下ウェア（暑いときはTシャツでも可能）を着用のうえ、正面スタ

ンド前で行う。競技終了後に競技役員が誘導する。なお、アスリートビブスはウェアに付け替え
ること。表彰時のウエアにも「競技会における広告および展示物に関する規程」が適用されるの
で、留意すること。

(2) 1位の競技者にはカップ、賞状とメダル、2位、3位の競技者には賞状とメダル、4位～8位の競技
者には賞状を授与する。

(3) 各種目の1位の競技者には、各種目終了直後に各種目の競技場所付近に設置されるインタビューボ
ード前で記念品の贈呈を行う。

10 控室について
(1) 混成競技控室はメイン競技場1階に用意してあり、監督・コーチの入室を認めている。
(2) 貴重品を含め個人の荷物は各自で管理すること。万一の事故があっても主催者は責任を負わない。

また、ゴミの後始末は各自で行うこと。

11 ドーピングコントロールについて
検査の対象となった際は競技役員の指示に従うこと。詳細は大会要項による。

12 その他
(1) 大会期間中、監督・コーチは、朝の練習時間終了以降はメイン競技場内に立ち入ることはできな

い。また、室内練習場やダックアウトからの応援やコーチングを禁止する。
(2) 招集（集合）場所から競技場への入場および競技終了後の退場は競技役員の指示に従うこと。
(3) 競技場内での疾病・傷害等の応急処置は主催者が行うが、以後の責任は負わない。医務室はメイ

ン競技場1階に設置する。
(4) 届けられた遺失物についてはTICで保管する。保管期間は6月11日競技終了までとする。
(5) 記録はその都度発表するが掲示はしない。大会ホームページに随時アップする。
(6) 「記録証明書」を希望する競技者はTICに500円を添えて申し込むこと。
(7) スタンドを含む競技場内への応援用のぼり、旗等の掲出・展示は「競技会における広告および展

示物に関する規程」に従うこと。
(8) プログラムに誤記がある場合には、第1日9時までにTICへ申し出ること。
(9) ポールの輸送を希望する者は、各自で配送を事前手配したうえでTICに申し出ること。
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秋田県営陸上競技場　投てき器具一覧表

種別 メーカー名 規格 数量

やり800ｇ マ・イン90ｍ

スーパーDR80ｍ

ロングDR70ｍ

ミディアムDR60ｍ

ノルディック オービットカーボン

チャンピオンカーボン

エアグライダー

オービット

チャンピオン

スーパーエリート90ｍ

スーパーエリート80ｍ

マスター70ｍ

マスター60ｍ

ネメト クラシック90ｍ

クラブ85ｍ

OTEコンペティション

やり600ｇ スーパーDR70m

ロングDR60ｍ

ミディアムDR50ｍ

ノルディック ダイアナカーボン

ダイアナ80ｍ

ダイアナ70ｍ

ダイアナ60ｍ

ダイアナ50ｍ

スター50ｍ

OTEエクストラ

ネメト クラシック75ｍ

砲丸7.260Kg 鉄製　φ120

鉄製　φ125.5

鉄製　φ129

砲丸6.0Kg 鉄製　φ120

鉄製　φ117

砲丸4.0Kg 鉄製　φ109

鉄製　φ103

砲金製　φ99

円盤2.0Kg スーパーHM

スーパー

ペイサー サターン

ギル

デンフィー ユルゲンシュルト

円盤1.75ｋｇ スーパーHM

スーパー
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雨天時

晴天時

晴天時 【2階 】 雨天時
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陸 上 競 技 場 平 面 図
1日目

2日目

（七種競技 200ｍ）

D

C

メ　　イ　　ン　　ス　　タ　　ン　　ド

メ　　イ　　ン　　ス　　タ　　ン　　ド

B

A

B

A

（十種競技砲丸投）

（七種競技砲丸投）

（十種競技走幅跳）

D

C

（七種競技走幅跳）

A

B

A

B

（十種競技走幅跳）

（十種競技走高跳）

（七種競技走高跳）

（十種競技 400ｍ）

（七種競技 800ｍ）（十種競技 110mH）

（十種競技 1500ｍ）

（十種競技円盤投）

（十種競技やり投）

（七種競技やり投）

（七種競技走幅跳）

（十種競技 100m）

（七種競技 100mH）

A

B

（十種競技棒高跳）
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日
本
混
成

第107回日本陸上競技選手権大会
混成競技

男子十種競技・女子七種競技

START List



2014.5.31

2014.5.31

14



Start List  Decathlon 100m

15



Start List  Decathlon Long Jump

16



Start List  Decathlon Shot Put (7.260kg)

17



Start List  Decathlon High Jump

18



Start List  Decathlon 400m

19



Start List  Deacathlon 110mH (1.067m)

20



Start List  Decathlon Disucus Throw (2.000kg)

21



Start List  Decathlon Pole Vault

22



Start List  Decathlon Javelin Throw (800g)

23



Start List  Decathlon 1500m

24



2021.5.23

1992.6.13

2004.6. 5
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Start List  Heptathlon 100mH (0.838m)

26



Start List  Heptathlon High Jump

27



Start List  Heptathlon Shot Put (4.000kg)

28



Start List  Heptathlon 200m

29



Start List  Heptathlon Long Jump

30



Start List  Heptathlon Javelin Throw (600g)

31



Start List  Heptathlon 800m
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U
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0

混
成

第39回 U20日本陸上競技選手権大会
混成競技

男子十種競技・女子七種競技

START List



34



Start List  U20 Decathlon 100m
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Start List  U20 Decathlon Long Jump

36



Start List  U20 Decathlon Shot Put (6.000kg)

37



Start List  U20 Decathlon High Jump

38



Start List  U20 Decathlon 400m
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Start List  U20 Decathlon 110mH (0.991m)

40



Start List  U20 Decathlon Discus Throw (1.750kg)

41



Start List  U20 Decathlon Pole Vault

42



Start List  U20 Decathlon Javelin Throw (800g)

43



Start List  U20 Decathlon 1500m

44



2015.4.26

2003.6. 6

45



Start List  U20 Heptathlon 100mH (0.838m)

46



Start List  U20 Heptathlon High Jump

47



Start List  U20 Heptathlon Shot Put (4.000kg)

48



Start List  U20 Heptathlon 200m

49



Start List  U20 Heptathlon Long Jump

50



Start List  U20 Heptathlon Javelin Throw (600g)

51



Start List  U20 Heptathlon 800m
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混成競技を楽しむポイント ～競技を始めるきっかけ～
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混成競技を楽しむポイント ～競技間の過ごし方～
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2023 年 1 月 31 日 
公益財団法人日本陸上競技連盟

ブダペスト 2023 世界陸上競技選手権大会 
トラック＆フィールド種目日本代表選手選考要項

１． 編成方針

パリ 2024 オリンピック競技大会にむけて、本大会での成果は重要である。その過程において、本

大会は 2023 年度の最重要競技大会と位置づけられる。 
このことから本大会では、パリ 2024 オリンピック競技大会でのメダル・入賞を期待される競技者

および出場権獲得が有望視される競技者を中心に選考するとともに、本大会の参加資格を有する

競技者を最大限派遣する。

２．開催地

ブダペスト（ハンガリー） 

３．開催期間

2023 年 8 月 19 日（土）～8 月 27 日（日） 

４．対象種目

（１）男子

100m、200m、400m、800m、1500m、5000m、10000m、3000mSC、110mH、  
400mH、走高跳、棒高跳、走幅跳、三段跳、砲丸投、円盤投、ハンマー投、やり投、 
十種競技、4×100m リレー、4×400m リレー 

（２）女子

100m、200m、400m、800m、1500m、5000m、10000m、3000mSC、100mH、  
400mH、走高跳、棒高跳、走幅跳、三段跳、砲丸投、円盤投、ハンマー投、やり投、 
七種競技、4×100m リレー、4×400m リレー 

（３）混合

4×400m リレー 

５．主なスケジュール

2022 年 
1 月 31 日（月） 10000m、混成競技、リレー種目 参加標準記録有効期間開始 
7 月 31 日（日） その他の T&F 種目 参加標準記録有効期間開始 
2023 年 
1 月～ 日本グランプリシリーズ

6 月 1 日（木）～4 日（日） 第 107 回日本陸上競技選手権大会（2023／大阪） 
6 月 5 日（月）以降 第 1 次日本代表選手発表 

以降内定条件を満たした場合は、随時追加。

6 月 10 日（土）～11 日（日） 第 107 回日本陸上競技選手権大会・混成競技（2023／秋田） 
77 月月 3300 日日（（日日））      参参加加標標準準記記録録有有効効期期間間終終了了  
8 月  2 日（水）   ワールドアスレティックス（以下「WA」という。）から

参加資格者公表

・承認された参加標準記録未達成競技者のリスト

・参加標準記録によって参加資格を付与された競技者リスト

・WA ワールドランキングと参加資格を取得した競技者

・参加資格を取得したリレーチームリスト

8 月 3 日（木）以降 第 2 次日本代表選手発表

8 月 7 日（月）  エントリー締め切り

以降、WA による追加の可能性あり。
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６．選考競技会

（１）個人種目

１）第 107 回日本陸上競技選手権大会（2023／大阪）

２）第 107 回日本陸上競技選手権大会・混成競技（2023／秋田）

３）日本グランプリシリーズ・10000m
日本グランプリシリーズ延岡大会 第 34 回ゴールデンゲームズ in のべおか（2023／宮崎） 

（２）リレー種目

１）選考競技会

・第 107 回日本陸上競技選手権大会（2023／大阪）

・広州 2023 ワールドリレーズ

２）参考競技会

・ワールドランキング対象競技会（2023 年より WA が設ける制度によりワールドランキング

の対象として承認された競技会）

・リレーの資格記録取得のために日本代表として出場した競技会

７．選考基準

下記の各条件中の競技成績については、当該種目に係る成績のみ考慮する。下記の数字の若い順

に優先する。

（１） 個人種目（男女 10000m を除く）

【内定条件】

１）ワイルドカードにより本大会の参加資格を得た競技者。

２）オレゴン 2022 世界陸上競技選手権大会で 8 位以内の成績を収めた日本人最上位の競技者で、

2023 年 1 月 1 日から日本選手権終了日までに、ワールドランキング対象競技会において参加標

準記録を満たした競技者。

３）日本選手権以降に、ワールドランキング対象競技会において参加標準記録を満たした、または

ワールドランキング（WA から本大会の参加資格の基準となるものとして公表されたもので

2023 年 8 月 2 日公表予定、以下「基準ワールドランキング」という）により参加資格を得た、

オレゴン 2022 世界陸上競技選手権大会で 8 位以内の成績を収めた日本人最上位の競技者。

４）日本選手権 3 位以内の成績を収めた競技者であって、日本選手権当該種目終了時点までに本大

会の参加標準記録を満たした競技者。下記の項目（数字の若い順に優先）により優先順位を定

める。ただし、オレゴン 2022 世界陸上競技選手権大会で８位以内の成績を収めた競技者がい

る種目は最大２名までとする。

① 日本選手権の順位

② 参加標準記録有効期間開始日から日本選手権終了時点までの記録

③ 日本選手権の成績が反映された直後のワールドランキング

【選考条件】

５）日本選手権 3 位以内の成績を収めた競技者であって、参加標準記録有効期間内に参加標準記録

を満たした競技者。ただし、下記の項目（数字の若い順に優先）により優先順位を定める。

① 日本選手権の順位

② 参加標準記録有効期間内の記録

③ 上記①～②の基準で優劣がつかない場合は、2023 年度に開催される国内外主要競技会

（日本グランプ リシリーズ等）の成績

６）基準ワールドランキングにより本大会の参加資格を得た者で、日本選手権 3 位以内の成績を収

めた競技者。ただし、下記の項目（数字の若い順に優先）により優先順位を定める。

① 日本選手権の順位

② 基準ワールドランキングの順位

③ 参加標準記録有効期間内の記録

④ 上記①～③の基準で優劣がつかない場合は、2023 年度に開催される国内外主要競技会

（日本グランプ リシリーズ等）の成績

７）参加標準記録を満たした競技者。ただし、下記の項目（数字の若い順に優先）により優先順

位を定める。

① 日本選手権の成績
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a. ラウンド進出上位

b. 同じラウンド内で比較する場合は上位ラウンドでの記録上位

② 参加標準記録有効期間内の記録

③ 上記①～②の基準で優劣がつかない場合は、2023 年度に開催される国内外主要競技会

（日本グランプリシリーズ等）の成績

８）基準ワールドランキングにより本大会の参加資格を得た者。ただし、下記の項目（数字の若い

順に優先）により優先順位を定める。

① 日本選手権の成績

a. ラウンド進出上位

b. 同じラウンド内で比較する場合は上位ラウンドでの記録上位

② 基準ワールドランキングの順位

③ 参加標準記録有効期間内の記録

④ 上記①～③の基準で優劣がつかない場合は、2022 年度に開催される国内主要競技会（日

本グランプリシリーズ等）の成績

９）エントリー締め切り後に WA から追加による参加資格が認められた競技者。

（２）個人種目 （男女 10000m） 
【内定条件】

１）ワイルドカードにより本大会の参加資格を得た競技者

２）オレゴン 2022 世界陸上競技選手権大会で 8 位以内の成績を収めた日本人最上位の競技者で、

2023 年 1 月 1 日から選考競技会終了時点までに、ワールドランキング対象競技会において参加

標準記録を満たした競技者。

３）選考競技会 3 位以内の成績を収めた競技者であって、選考競技会終了時点までに参加標準記録

を満たした競技者。ただし、下記の項目 （数字の若い順に優先）により優先順位を定める。

① 選考競技会の順位

② 参加標準記録有効期間開始日から選考競技会終了時点までの記録

③ 選考競技会の成績が反映された直後のワールドランキング

【選考条件】

４）参加標準記録有効期間終了まで に参加標準記録を満たした競技者。ただし、下記の項目（数字

の若い順に優先）により優先順位を定める。

① 選考競技会の順位

② 参加標準記録有効期間内の記録

③ 上記①～②の基準で優劣がつかない場合は、2023 年度に開催される国内外主要競技会

（日本グランプリシリーズ等）の成績

５）基準ワールドランキング（クロスカントリー含む）により本大会の参加資格を得た者。ただし、

下記の項目（数字の若い順に優先）により優先順位を定める。

① 選考競技会の順位

② 参加標準記録有効期間内の記録

③ 上記①～②の基準で優劣がつかない場合は、2023 年度に開催される国内外主要競技会

（日本グランプ リシリーズ等）の成績

６）エントリー締め切り後に WA から追加による参加資格が認められた競技者。

（３）リレー種目 

各リレー種目の代表選手は、下記の基準でリレーの特性を考慮して選考する。

強化委員会が特に認めた場合を除き、リレーの準備のために強化委員会が計画し、参加を求め

た遠征、競技会及び合宿に参加した者の中から選考するものとする。

１）男女 4×100m リレー

① 100m 代表競技者

② 選考競技会および参考競技会（100m／200m／4×100m リレー）の成績を総合的に勘案

し、リレーの特性と戦略を考慮して選考された競技者。

２）男女 4×400m リレー

① 400m 代表競技者
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② 選考競技会および参考競技会（400m／200m／4×400m リレー）の成績を総合的に勘案

し、リレーの特性と戦略を考慮して選考された競技者。

３） 混合 4×400m リレー

選考競技会および参考競技会（400m／200m／4×400m リレー）の成績および男女 4×400m
リレーとの戦略を踏まえ総合的に勘案し、リレーの特性と戦略を考慮して選考された競技者。

８．選考方法

故障等により、大会本番で競技力を発揮できないと判断された場合を除き、上記選考基準に従い

下記の方法で選考する。

（１）個人種目（男女 10000m を除く） 
１）選考基準（１）１）～４）による選考：

即時内定とし、専務理事が承認することにより決定する。

２）WAによる参加有資格者公表後の選考(選考基準（１）５）～８）、2023年 8月 2日以降予定)：
前記１）の項により選考された者では WA の定める各種目の出場可能人数を満たさなかった場合、

選考基準（１）５）～８）に従い、強化委員会が原案を作成し、選考委員会の議を経て、専務理

事が承認することにより決定する。

※基準ワールドランキング公表以降に WA より有資格となる競技者が追加される可能性がある。

３）エントリー締め切り後のワールドランキングによる追加（選考基準（１）９）、2023 年 8 月 7
日以降予定）：

選考基準（１）１）～８）により代表選手として決定した者が WA の定める各種目の出場可能

人数を満たさなかった場合、WAから追加による参加資格が認められた競技者について、強化委

員会が原案を作成し、専務理事が承認することにより決定する。

※前記１）～３）にかかわらず、選考後に辞退等により選考を取り消すべき状況が発生した場合

には、その時点において適用すべき決定手続により、必要な選考（既に決定した選考の取り消

しも含む）を行うものとする。

（２）個人種目 （男女 10000m） 
１）選考基準（２）１）～３）による選考：

即時内定とし、専務理事が承認することにより決定する。

２）WAによる参加有資格者公表後の選考（選考基準（２）４）～５）2023年8月2日以降予定）：

前記１）の項により選考された者では WA の定める各種目の出場可能人数を満たさなかった場

合、選考基準（２）４）～５）に従い、強化委員会が原案を作成し、選考委員会の議を経て、

専務理事が承認することにより決定する。

※基準ワールドランキング公表以降に WA より有資格となる競技者が追加される可能性がある。

３）エントリー締め切り後のワールドランキングによる追加（選考基準（２）６）、2023 年 8 月 7
日以降予定）：

選考基準（２）１）～５）により代表選手として決定した者が WA の定める各種目の出場可能

人数をたさなかった場合、WA から追加による参加資格が認められた競技者について、強化委員

会が原案を作成し、専務理事が承認することにより決定する。

※前記１）～３）にかかわらず、選考後に辞退等により選考を取り消すべき状況が発生した場合

には、その時点において適用すべき決定手続により、必要な選考（既に決定した選考の取り消

し含む）を行うものとする。

（３）リレー種目

WAによる参加有資格者発表後の選考（選考基準（３）１）～３）2023年8月2日以降予定）： 
WA ルールによりリレー選手として選考される個人種目で選考基準（１）１）～８）に従って選

考された選手とあわせ、強化委員会が原案を作成し、専務理事が承認することにより決定する。 

９．補足

（１）代表選手は、編成方針及び選考基準に則って選考されるが、その派遣人数は WA が定めるエン

トリー数の上限の枠を保証するものではない。

（２）WA が定めるエントリースタンダードに準じて必要に応じて、補欠選手を選考できる。

（３）参加標準記録の有効期間は下記の通り。
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10000m、混成競技、リレー：2022 年 1 月 31 日～2023 年 7 月 30 日 
その他の種目：2022 年 7 月 31 日～2023 年 7 月 30 日 

（４）代表選手は本連盟または大会主催団体が定める義務及びその他必要事項を遵守するものとす

る。

（５）下記の項目に該当する場合は、代表を取消すことがある。

１）アンチ・ドーピング規則に反した場合

２）故障等により、競技力を発揮できない事態が生じた場合

３）前記（４）を遵守しない場合

（６）代表選手は、最高のパフォーマンスを発揮できるよう最大限の準備をしなければならない。

なお、WA のルールとして、100m 代表選手は、4×100m リレーに、400m 代表選手は、

4×400m リレーにそれぞれ必ずエントリーされることから、100m 代表選手は、4×100m リレ

ー、400m 代表選手は、4×400m リレーについても、最高のパフォーマンスを発揮できるよう

最大限の準備をしなければならないことに留意されたい。

（７）リレーの代表選手（WA のルールにより 100m 代表選手または 400m 代表選手として、WA の

ルールにより、4×100m リレーまたは 4×400m リレーにエントリーされた者を含む）は、強

化委員会が特に認めた場合を除き、リレーの準備のために強化委員会が計画する遠征、競技会

及び合宿に参加する義務を負うものとする。

（８）代表選手は、選考後のトレーニング状況を報告すると共に、医事委員会がメディカルチェック

の必要があると判断した場合は、応じる義務を負うものとする。

（９）天災、疫病の流行その他の理由による選考競技会の開催中止またはその開催方法等の変更に伴

い、選考競技会、選考基準及び選考方法について、専務理事の決定により、変更することがで

きる。ただし、選考基準について基本的な考え方の変更を伴う場合には、理事会の決議を要す

るものとする。

以上

ブダペスト2023世界選手権 参加標準記録2
種目 参加標準記録 参加標準記録 有効期間

2022.1.31 2023.7.30

日本選手権混成競技での内定条件

既に有効期間内に参加標準記
録を突破している競技者が
3位以内に入賞した場合
※記録は問わない

現時点では参加標準記録を突
破していないが今大会で標準
記録を突破し、3位以内に入
賞した場合

A

B

第107回⽇本陸上競技選⼿権⼤会・
混成競技で3位入賞以上の成績を収
めた競技者で今大会終了時点までに
②の参加標準記録を満たした競技者。

1

#頂点への挑戦 #日本選手権混成

第107回日本陸上競技選手権大会・混成競技
ブダペスト2023世界陸上競技選手権大会 日本代表選手内定について

66月月1100日日（（土土））・・1111日日（（日日）） 秋秋田田県県営営陸陸上上競競技技場場でで開開催催！！

内定における優先順位3
 第107回日本陸上競技選手権大会の順位

 参加標準記録有効期間内の記録

 2023年度に開催される国内主要競技会の成績現時点では参加標準記録突破者はいないので、
今⼤会で即時内定となるには今大会で標準記録を
突破して3位以内に入賞することが条件 

十種競技

七種競技

標準記録 8460点
日本記録 8308点(右代啓 )

標準記録 6480点
日本記録 5975点(山﨑有紀)
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ブブダダペペスストト 22002233 世世界界陸陸上上競競技技選選手手権権大大会会  
トトララッックク＆＆フフィィーールルドド種種目目タターーゲゲッットトナナンンババーー・・参参加加標標準準記記録録

男子

種目

女子

ﾀｰｹﾞｯﾄﾅﾝﾊﾞｰ 参加標準記録 ﾀｰｹﾞｯﾄﾅﾝﾊﾞｰ 参加標準記録

48 10.00 100m 48 11.08 

48 20.16 200m 48 22.60 

48 45.00 400m 48 51.00 

56 1:44.70 800m 56 1:59.80 

56 3:34.20 
(3:51.00 , 3:51) 

1500m 
(1 マイル) 56 4:03.50 

(4:22.00 , 4:22) 
42 13:07.00 

13:07 
5000m 

5km ロード 42 14:57.00 
14:57 

27 27:10.00 
27:10 

10000m 
10km ロード 27 30:40.00 

30:40 

40 13.28 110mH／100mH 40 12.78 

40 48.70 400mH 40 54.90 

36 8:15.00 3000mSC 36 9:23.00 

36 2.32 走高跳 36 1.97 

36 5.81 棒高跳 36 4.71 

36 8.25 走幅跳 36 6.85 

36 17.20 三段跳 36 14.52 

36 21.40 砲丸投 36 18.80 

36 67.00 円盤投 36 64.20 

36 78.00 ハンマー投 36 73.60 

36 85.20 やり投 36 63.80 

24 8460 十種競技／七種競技 24 6480 

2023 ワールドリレーズ上位 12 ヶ国 
+WA トップリスト上位 4 ヶ国

4×100m リレー 
4×400m リレー 

混合 4×400m リレー

2023 ワールドリレーズ上位 12 ヶ国 
+WA トップリスト上位 4 ヶ国
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2023 年 3 月 27 日 
公益財団法人日本陸上競技連盟

杭杭州州 22002222 アアジジアア競競技技大大会会  
トトララッックク＆＆フフィィーールルドド種種目目日日本本代代表表選選手手選選考考要要項項

１． 編成方針

2024 パリオリンピック競技大会にむけて、本大会での成果は重要である。その過程において、本大会

は 2023 年度の重要競技大会と位置づけられる。このことから本大会では、2024 パリオリンピック競

技大会でのメダル・入賞を期待される競技者および本大会でメダル獲得が期待できる種目については

戦略的に派遣する。

２．開催地

杭州（中国） 

３．開催期間

2023 年 9 月 23 日（土）～10 月 8 日（日） 

４．対象種目

（１）男子

100m、200m、400m、800m、1500m、5000m、10000m、3000mSC、110mH、  
400mH、走高跳、棒高跳、走幅跳、三段跳、砲丸投、円盤投、ハンマー投、やり投、 
十種競技、4×100m リレー、4×400m リレー 

（２）女子

100m、200m、400m、800m、1500m、5000m、10000m、3000mSC、100mH、  
400mH、走高跳、棒高跳、走幅跳、三段跳、砲丸投、円盤投、ハンマー投、やり投、 
七種競技、4×100m リレー、4×400m リレー 

（３）混合

4×400m リレー 

５．主なスケジュール

2023 年 
4 月～5 月   日本グランプリシリーズ 
6 月 1 日（木）～4 日（日） 第 107 回日本陸上競技選手権大会（2023／大阪） 
6 月 10 日（土）～11 日（日） 第 107 回日本陸上競技選手権大会・混成競技（2023／秋田） 
6 月中旬    日本代表選手発表予定 

６．選考競技会

（１）個人種目

１）第 107 回日本陸上競技選手権大会（2023／大阪）

２）第 107 回日本陸上競技選手権大会・混成競技（2023／秋田）

３）日本グランプリシリーズ・10000ｍ
日本グランプリシリーズ延岡大会 第 34 回ゴールデンゲームズ in のべおか（2023／宮崎）

（２）リレー種目

１）最重要選考競技会

第 107 回日本陸上競技選手権大会（2023／大阪） 
２）参考競技会

ワールドランキング対象競技会※ 

※2023 年よりワールドアスレティックス（以下「WA」という。）が設ける制度により、ワー

ルドランキングの対象として承認された競技会

７．エントリー枠

男女各種目最大 2 名までエントリー可能。 
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ただし、派遣人数枠に限りがあるため、その範囲内の人数とする。

８．選考基準

（１）個人種目（男女 10000ｍ以外） 
下記の項目により優先順位を定める（数字の若い順に優先）。

１）ワイルドカードによりブダペスト 2023 世界選手権の参加資格を得た競技者。 
２）オレゴン 2022 世界陸上競技選手権大会で 8 位入賞以内の成績を収めた日本人最上位の競技者

で、2023 年 1 月 1 日から第 107 回日本陸上競技選手権大会（以下「日本選手権」という。）※1

終了日までに、ワールドランキング対象競技会においてブダペスト 2023 世界選手権の参加標準

記録を満たした競技者。

３）日本選手権 3 位入賞以内の成績を収めた競技者であって、日本選手権※1終了時点までにブダペ

スト 2023 世界選手権の参加標準記録を満たした競技者。

① 日本選手権の順位

② ＷＡワールドランキングのポイント※2上位者

③ 2023 年度に開催される国内外主要競技会（日本グランプリシリーズ等）の成績

４）日本選手権※1の成績が反映された直後のＷＡワールドランキング（1 カ国 3 名カウント）※2に

おいて、ブダペスト世界選手権で定められた各種目のターゲットナンバー相当以上のポイント

を有する競技者。ただし、ＷＡワールドランキングのポイント※2上位者を優先とする。

５）本大会においてメダルまたは入賞が期待され、強化委員会が推薦する競技者。

※1 混成競技以外の種目は第 107 回日本陸上競技選手権大会、混成競技は同・混成競技

※2 ＷＡワールドランキングは以下のサイトを参照：

https://www.worldathletics.org/world-rankings/ 
（２）個人種目（男女 10000ｍ）

下記の項目により優先順位を定める（数字の若い順に優先）。

１）ワイルドカードによりブダペスト 2023 世界選手権の参加資格を得た競技者。

２）オレゴン 2022 世界選手権で 8 位以内の成績を収めた日本人最上位の競技者で、2023 年 1 月 1
日から日本選手権終了日までに、ワールドランキング対象競技会においてブダペスト 2023
世界選手権の参加標準記録を満たした競技者。

３）選考競技会 3 位以内の成績を収めた競技者であって、選考競技会終了時点までにブダペスト

2023 世界選手権の参加標準記録を満たした競技者。

① 選考競技会の順位

② 参加標準記録有効期間開始日から選考競技会終了時点までの記録

③ 2023 年度に開催される国内外主要競技会 （日本グランプリシリーズ等）の成績

  ４）選考競技会 8 位以内の成績を収めた上位の競技者から選考方針に則り選考する。 
５）本大会においてメダルまたは入賞が期待され、強化委員会が推薦する競技者。

（３）リレー種目

リレー種目の代表の選考は、個人種目に準じて選考するが、リレーの特性を考慮する。

９．選考方法

故障等により、大会本番で競技力を発揮できないと強化委員会が判断した場合を除き、上記選考基準

に従い下記の方法で選考する。

（１）個人種目

８．選考基準（１）１）～５）、（２）１）～５）に従い、強化委員会にて選考原案を作成し、

選考委員会の議を経て、専務理事が承認することにより決定する。

（２）リレー種目 

個人種目での選考状況を鑑みて派遣の有無を検討し、８．選考基準（３）に従い、強化委員会に

て選考原案を作成し、選考委員会の議を経て、専務理事が承認することにより決定する。

10．補足 
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（１）派遣人数枠及び代表選手は、派遣団体である日本オリンピック委員会（JOC）により決定される

ものであり、本連盟により選考されても、最終的に代表選手に選出されない場合がありうる。

（２）代表選手は本連盟、派遣団体、大会主催団体等が定める義務及びその他必要事項を遵守するもの

とする。

（３）下記の項目に該当する場合は、代表を取消すことがある。

１）アンチ・ドーピング規則に反した場合

２）故障等により、競技力を発揮できない事態が生じた場合

３）前記（２）を遵守しない場合

（４）リレーの代表選手は、強化委員会が特に認めた場合を除き、リレーの準備のために強化委員会が

計画する遠征、競技会及び合宿に参加する義務を負うものとする。

（５）代表選手は、選考後のトレーニング状況を報告すると共に、医事委員会がメディカルチェックの

必要があると判断した場合は、応じる義務を負うものとする。

（６）天災、疫病の流行その他の理由による選考競技会の開催中止またはその開催方法等の変更に伴

い、選考競技会及び選考基準について、専務理事の決定により、変更することができる。ただ

し、選考基準について基本的な考え方の変更を伴う場合には、理事会の決議を要するものとす

る。 

以上
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2023 年 1 月 31 日 
公益財団法人日本陸上競技連盟 

 
ババンンココクク 22002233 アアジジアア陸陸上上競競技技選選手手権権大大会会  日日本本代代表表選選手手選選考考要要項項  

 
１．編成方針 

パリ 2024 オリンピック競技大会にむけて、本大会での成果は重要である。その過程において、本大会は

2023 年度の重要競技大会と位置づけられる。このことから本大会では、パリ 2024 オリンピック競技大会

でのメダル・入賞を期待される競技者および本大会でメダル・入賞が期待できる競技者を戦略的に的に派

遣する。 
 

２．期日 
2023 年 7 月 12 日（水）～7 月 16 日（日） 
 

３．場所 
バンコク（タイ） 
 

４．種目（案） 
（１）男子 

100m、200m、400m、800m、1500m、5000m、10000m、3000mSC、110mH 、400mH、 
走高跳、棒高跳、走幅跳、三段跳、砲丸投、円盤投、ハンマー投、やり投、十種競技、 
4×100m リレー、4×400m リレー  

（２）女子 
100m、200m、400m、800m、1500m、5000m、10000m、3000mSC、100mH 、400mH、 
走高跳、棒高跳、走幅跳、三段跳、砲丸投、円盤投、ハンマー投、やり投、七種競技、 
4×100m リレー、4×400m リレー 

（３）混合 
   4×400m リレー 
 
５．選考競技会 
 （１）個人種目 

 １）第 107 回日本陸上競技選手権大会（2023／大阪） 
 ２）第 107 回日本陸上競技選手権大会・混成競技（2023／秋田） 
 ３）日本グランプリシリーズ・10000ｍ 

日本グランプリシリーズ延岡大会 第 34 回ゴールデンゲームズ in のべおか（2023／宮崎） 
 
 

６．選考基準 
  各種目における選考の優先順位は、下記の通り。 
（１）個人種目（男女 10000ｍ以外） 
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１） ワイルドカードによりブダペスト 2023 世界陸上競技選手権大会（以下「ブタペスト 2023 世界

選手権」という。）の参加資格を得た競技者。 
２） オレゴン 2022 世界陸上競技選手権大会（以下「オレゴン 2022 世界選手権」という。）で 8 位以

内の成績を収めた日本人最上位の競技者で、2023 年 1 月 1 日から第 107 回日本陸上競技選手権

大会（以下「日本選手権」という。）終了日までに、ワールドランキング対象競技会（2023 年よ

り WA が設ける制度によりワールドランキングの対象として承認された競技会）においてブダペ

スト 2023 世界選手権の参加標準記録を満たした競技者。 
３） 日本選手権 3 位以内の成績を収めた競技者であって、日本選手権終了時点までにブダペスト

2023 世界選手権の参加標準記録を満たした競技者。ただし、下記の項目（数字の若い順に優

先）により優先順位を定める。 
① 日本選手権の順位 

 a.ラウンド進出上位  
b.同じラウンド内で比較する場合は記録上位 

② ワールドランキングのポイント※ 
③ 上記①～②の基準で優劣がつかない場合は、2023 年度に開催される国内外主要競技会

（日本グランプリシリーズ等）の成績 
４） 日本選手権の成績が反映された直後のワールドランキング（1 カ国 3 名カウント）※において、

ブダペスト 2023 世界選手権で定められた各種目のターゲットナンバー相当以上のポイントを有

する競技者。ただし、下記の項目（数字の若い順に優先）により優先順位を定める。 
①日本選手権の順位  

a.ラウンド進出上位  
b.同じラウンド内で比較する場合は上位ラウンドでの記録上位  

 ワールドランキングのポイント※ 

    ５）日本選手権の成績が反映された直後のワールドランキング（1 カ国 3 名カウント）※において、

ブダペスト 2023 世界選手権で定められた各種目のターゲットナンバーに入ることが期待される競

技者。 
①日本選手権の順位  

a.ラウンド進出上位  
b.同じラウンド内で比較する場合は上位ラウンドでの記録上位  

②ワールドランキングのポイント 

６）本大会においてメダルまたは入賞が期待され、強化委員会が推薦する競技者。 

 

※ ＷＡワールドランキングは以下のサイトを参照：  
https://www.worldathletics.org/world-rankings/ 

 
（２） 個人種目（男女 10000ｍ） 

１） ブダペスト 2023 世界選手権のワイルドカードによる参加資格を得た競技者。 
２） オレゴン 2022 世界選手権で 8 位以内の成績を収めた日本人最上位の競技者で、2023 年 1 月 1

日から日本選手権終了日までに、ワールドランキング対象競技会においてブダペスト 2023 世界

選手権の参加標準記録を満たした競技者。 
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３） 選考競技会 3 位以内の成績を収めた競技者であって、選考競技会終了時点までにブダペスト

2023 世界選手権の参加標準記録を満たした競技者。ただし、下記の項目（数字の若い順に優先）

により優先順位を定める。 
① 選考競技会の順位 
② 参加標準記録有効期間開始日から日本選手権終了時点までの記録 
③ 上記①～②の基準で優劣がつかない場合は、2023 年度に開催される国内外主要競技会

（日本グランプリシリーズ等）の成績 
  ４）ブダペスト 2023 世界選手権参加標準記録を満たした競技者。ただし、下記の項目（数字の若い 
   順に優先）により優先順位を定める。 

① 選考競技会の順位  
② 参加標準記録有効期間開始から選考競技会までの記録 
③ 上記①～②の基準で優劣がつかない場合は、2023 年度に開催される国内外主要競技会

（日本グランプリシリーズ等）の成績 
５）選考競技会 8 位以内の成績を収めた上位の競技者から選考方針に則り選考する。 

   
 （３）リレー種目 

リレー種目の代表の選考は、個人種目に準じて選考するが、リレーの特性を考慮する。 
 

７．選考方法 
選考基準に則り、強化委員会にて選考原案を作成し 2023 年 6 月上旬（予定）に選考委員会で決定する。 
また、選考後の代表選手の入れ替えについては、強化委員会にて変更案を作成し、専務理事が承認する。 
 

８．補足 
 （１）本大会の期日、種目、参加資格等がアジア陸上競技連盟から発表されたあと、選考要項の変更の可

能性がある。 
（２）種目毎の代表は、アジア陸上競技連盟が定めるエントリー数の上限の枠を保証するものではない。 
（３）代表選手は本連盟または大会主催団体が定める義務及びその他必要事項を遵守するものとする。 
（４）下記の項目に該当する場合は、代表を取消すことがある。 

１）アンチ・ドーピング規則に反した場合 
２）故障等により、競技力を発揮できない事態が生じた場合 

  ３）前記（３）を遵守しない場合 
（５）代表選手は、選考後のトレーニング状況を報告すると共に、医事委員会がメディカルチェック 

の必要があると判断した場合は、応じる義務を負うものとする。 
（６）天災、疫病の流行その他の理由による選考競技会の開催中止またはその開催方法等の変更に 

伴い、選考競技会、選考基準及び選考方法について、専務理事の決定により、変更することができ 
る。ただし、選考基準について基本的な考え方の変更を伴う場合には、理事会の決議を要するもの 
とする。 

以上 
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大　会　役　員

名 誉 会 長 横 川　　 浩

会 長 尾 縣　　 貢

副 会 長 黄 倉 寿 雄 瀬 古 利 彦 有 森 裕 子 長 沼　　 優

顧 問 河 野 洋 平 帖 佐 寛 章 佐々木　秀　幸 櫻 井 孝 次

田 中　　 嵩

参 与 日本陸上競技連盟評議員

秋田陸上競技協会評議員

猿 橋　　 薫 成 田　　 聡 大 村 幸 信 越 高 善 和

髙 野 正 彦

委 員 長 風 間　　 明

副 委 員 長 伊 藤 雅 博

委 員 山 本　　 浩 清 水　　 真 大 西 清 司 高 橋 尚 子

橋 本 秀 樹 山 﨑 孝 一 木 内 俊 秀 吉 田 秀 志

高 木 良 郞 片 岡 雅 彦 松 澤 二 一 坂　　 一 郎

宮 永 正 俊 浜 﨑 正 信 藤 岡 英 陽 青 木 哲 也

串 間 敦 郎 河 野 匡 朝 原 宣 治 金 川 宏 美

坂 本 修 一 田 辺 陽 子 室 城 信 之 來 田 享 子

山 崎 一 彦 遠 藤 雅 彦 小 林 久 美 細 田 正 典

鈴 木 英 穂

日本陸上競技連盟専門委員会委員長・副委員長・部長

秋田陸上競技協会理事
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